
⼤学病院における医師の労働時間短縮に向けた
取組のプロセスと効果の検証

補⾜資料

厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦
（政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業））
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A⽔準 特例水準 (960時間以上〜1860時間未満) 特例⽔準超え (1860時間以上)

診療科別 ⽔準ごとの医師数
（研究前︓令和4年2⽉）

特例⽔準︓137名
特例⽔準越え︓20名

診療科名
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※ ⾚は、スタッフステーションで業務エリアと設定
⻘は、カンファ、当直室で研鑽、待機エリアと設定

エリア設定（病棟）

勤務時間の適正把握への取組み

勤務時間の適正把握への取組み
令和４年10⽉

診療科別のレシーバー装着率（⻘）と超過勤務等申請率（⾚）

診療科名
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予定

実績 ／ その他（移動時間）

兼業勤務前に予定の登録を⾏う

兼業勤務後に実績の登録を⾏う

⼀覧画⾯

詳細画⾯ 当直許可の有無管理

当直許可の有無

許可なしで登録すると、時間外労働の通算と
勤務間インターバルのアラートメールが送付される

勤怠管理システムによる勤務予定、実績の管理
システム構築も並⾏して進め、労務係、補助員で勤務予定・実績の確
認、不明点等の対応を実施

勤務時間管理に向けた整備

勤務間インターバル管理

⾃動で警告表⽰

時間外・休⽇労働時間数の上限管理

法定労働時間での上限や確認が可能になるようにシステム整備

勤務時間管理に向けた整備

11



本院の宿⽇直許可申請の取り組み

診療科 ⽇直 宿直 診療科 ⽇直 宿直
消化器内科/腫瘍内科 (2) 1 泌尿器科 1 1
腎臓内科/⾎液内科/アレ
ルギー・膠原病内科/糖
尿病・代謝・内分泌内科

1 1 ⽿⿐咽喉・頭頸部外科 (2) 1→2

循環器内科 (1) (1) ⼩児科 1 (2) 1 (2)
放射線科 1 1 精神神経科 2 1→2
肝胆膵外科/乳腺・甲状
腺外科

2 1→2 ⻭科・顎・⼝腔外科 3 1→3

⼼臓⾎管外科 (2) 1 (1) ⿇酔・疼痛・緩和医療科 1 (1) 1→3
⾷道・胃腸外科 2 1→2 脳神経外科 (1) 1
整形外科 1 1 脳神経内科 1 1
婦⼈科/周産期⺟性科 1 (1) 1 (1) ⼩児外科 1 1
眼科 1 1 呼吸器外科 (1) 1
⽪膚科/形成・美容外科 (1) 1 呼吸器内科 1 1

宿⽇直許可（なし）計 20(14) 29(5)
今回新たに許可された数 20 12

勤務時間管理に向けた整備

令和４年４⽉時点
宿直は34名
・許可がある宿直︓17名
・許可がない宿直︓17名
⽇直は34名
・すべて許可がない⽇直

令和４年12⽉
新たに宿⽇直許可が得られた
宿直は12名（10診療科）

新たに宿⽇直許可が得られた
⽇直は20名（15診療科）

４診療科５名が宿直の許可なし
10診療科14名が⽇直の許可な
し

宿⽇直許可の変化

診療科名 診療科名

勤務時間管理に向けた整備

労働と⾃⼰研鑽のガイドラインの整備

別紙参照
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診療科別 ⽔準ごとの医師数
（研究開始後︓令和5年1⽉）(⼈)
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A⽔準
(960時間未満)

特例⽔準
(960時間以上〜1860時間未満)

特例⽔準超え
(1860時間以上)

診療科名

特例⽔準︓31名
特例⽔準越え︓6名

ヒアリング結果

診療
科 勤務の現状 労働時間短縮に

向けた取組み

タスク・シフト／シェア

その他
現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定⾏為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師 その他

外
科
系

A
診
療
科

1,860時間を超えて
しまう可能性がある
医師が在籍

他職種のタスクシ
フトを希望

事務系業務
が多い

2名の配置
を希望
(新患の予
約、⼿術⽇
程の連絡、
退院⽇調整
等)

1名配置を
希望

NCDデータ
ベース⼊⼒
の補助

病院ルール
により、医
師がやらな
くてもよい
業務を医師
がやってい
る可能性が
ある

外
科
系

B
診
療
科

⻑時間⼿術等でその
後の病棟業務にかか
る時間が⻑い

・グループ制を推
進
・休⽇の来院をや
め、患者の観察は
web等での参加に
した

術後管理、
書類作成が
時間がかか
る

退院サマリ
の代⾏⼊⼒、
⼊退院に関
わる書類

術後管理の
診療補助を
期待してい
る

⽇中は時間
が空く場合
もあり、業
務がないと
きに休める
環境もある
とよい

外
科
系

C
診
療
科

業務内容と⽐較し、
⼈員数が不⾜してい
る

事務系業務
はタスクシ
フト可能

DPC⼊⼒、
レセプト、
退院サマリ
の作成補助
を希望

搬送業務

※聴取できた項⽬のみ表記
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ヒアリング結果

診療
科 勤務の現状 労働時間短縮に

向けた取組み

タスク・シフト／シェア

その他
現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定⾏為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師 その他

外
科
系

D
診
療
科

事務系業務
が多い

退院サマリ
の下書きを
希望

術後の搬送
業務

臨床試験の
⼊⼒、報告
書、申請書
の下書き等

外
科
系

E
診
療
科

事務系業務
が多い

・外来の書
類業務の作
成、次回予
約
・夜間の緊
急⼊院の書
類作成代⾏
・⼊院時の
説明同意⽂
書作成

搬送業務

内
科
系

F
診
療
科

宿⽇直許可が得られ
ない休⽇夜間業務に
従事

特例⽔準になりそ
うな医師について、
勤務時間管理を実
施

事務系業務
が多い

病棟での業
務のための
配置を希望

検査・処置
の説明・同
意書取得の
業務のシフ
トを希望

※聴取できた項⽬のみ表記

ヒアリング結果

診療
科 勤務の現状 労働時間短縮に

向けた取組み

タスク・シフト／シェア

その他
現状況

今後推進を希望する業務・課題等

医師事務
作業補助者

特定⾏為研
修を修了し
た看護師

看護師・
助産師 その他

専
⾨
系

G
診
療
科

・宿⽇直許可が得ら
れない休⽇夜間業務
に従事
・集中治療室に⼈員
が割かれる

特例⽔準になりそ
うな医師について、
勤務時間管理を実
施

学会関連の
データ整理

・医員枠の
増員
・集約化
・⼿術の管
理業務に⼊
らなくてよ
い体制を希
望

専
⾨
系

H
診
療
科

医師間のタスクシェ
アは困難(専⾨性が
異なる)

書類業務が
スムーズに
進むように
フォーマッ
トを整備し
ている

病棟に配置
を希望

採⾎等(ト
レーニング
は協⼒す
る)

・専属医師
の配置希望
・夜間の保
育⼠の配置

※聴取できた項⽬のみ表記
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